ダストポツクス•ダストブラシ 


ダストボックスの取付け 





ダストボックスの欧が時押込み部1を手前に向けて、 
ダストボックスを両手で持ち、 

両側のくぼみに含わせて挿入する。 


廊イ寸時み訓 を r カチャッ I と 
音がするまで押し么む。 



ダストボックスが奥まで入っていないと、 

フイルター 掃除運転時に フイルターが引つ かかり、 
正常にフィルター掃除運転を巧いません。 

3 黄をのツマミ （ 4力戸のを□ック側へ 
スライドさせる。 



■ダストボックスが取がけできない場含は 

「カチッ」と音がするまで黄色のツマミ （ 4力所)を韶除側に 
スライドさせ、もう一度、ダストボックスを手のひらで 
強く押し A んでください。 

最後に黄色のツマミ （ 4力巧)を□ック側へ 
スライドさせてください。 



■ダストボックスのお手入れ後 

ダストボックスおそうじサインが表示されている場合は、おそうじサインをリセットしてください。 


► 55ぺージ 


















ダストポジクス•ダストブラシ 


•副!课お» ダストボックス内部とダストブラシの掃除を巧ってください。 


A 青色のツマミを解除側へスライドさせ、 
I ダストボックスを開ける。 



















































ダストホックス•タストブラシ 


ダストボックスとダストブラシのホコリを掃除機で吸い取る， 
または水洗いし、日陰でよく乾かす。 

ミ主意-^ 

♦40 で!:: I 上のお湯、ベンジン、ガソリン、シンナーなどの揮発性のもの、 

みがき粉、タワシなどのかたいものは使わないでください。 


タストブラシを取り付ける。 


- A \ ミ主意 



>ダストブラシは正しく取りがけてください。 
ダストブラシが回転せず、運転しなくなる 
場合がありまず。 



ダストブラシ 




ダストボックス 


ダストブラシを 
巧し化みます。 


ダストブラシの固定部を 
ダストボックスの固を粋 
に耳リリがけてください。 
このとき固定部左ちの奕起 
部が固を枠にはさまらない 
よう注意してください。 




ダストボックスを閉じ、青色のツマミを 
□ック側へスライドさせる。 


両サイド部をしっかり 
閉じます。 











お手入れのしかた 



前面ノ\ネルの取外し 


ミ王思- 

必ず運乾を停止したが態でパネルを開けてください。 
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前面パネルを外す。 

♦さらに前面パネルを開きながら、回転軸を外側へ押し広げ、 
前面パネルを外します。（左ち共） 







前面パネル 


- A \ ミま意- 

参前面パネル脱着の際は、丈夫で安定している台を使巧し、足元に十分ミま意して<ださい。 

•前面パネルが落ちないようじしっかりと手で支えて操作してください。 

♦40 でじ(上のお還、ベンジン、ガソリン、シンナーなどの揮発性のもの、みがき粉、タワシなどのかたいものは 
使わないで < ださい。 

•前面パネルは、確実(こ取りがいていることを確認してください。 

♦前面パネルは、やわらかい布でふいてください。かたい布でふくと傷ががくことがありまず。 


前面パネルの取付け 


^ 前面パネルを取り付ける。 

f •前面パネルの左ちの回転軸を軸穴(こ合わせて 

片方ずつ差し込み、そのままゆっくりパネルを閉じます。 
〔前面パネルは両端を押した豁真ん中を押します。） 



前面バネル-室內ユニット-リモコンのお手入れ 
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参水または中性ミ先剤を含ませたやわらかい布で 
軽くふきまず。 

•水洗いをした場合は、水気をよくふき取り、 
日陰で乾かします。 

• 40 で切上のお湯、ベンジン、ガソ 
リン、シンナーなどの揮発性のも 
の、みがき粉、クワシなどのかた 
いものは使わないでください。 

室内 ユニット 

リモコン 

参やわ6かい巧でからぶきします。 




フィルター部 


お手入れのしかた 


前面バネルを開ける。 

参パネルの兩側に指をかけてパネルを 

隱獄議:議議;:ち圍;;:肖ミ S ミ画圍圓画誦圍繼 


お手人れしし< し^場合は、 

前面パネルを外してください。 



~ A \ ミま意 


•お手入れの前にはおず遲起を停止し、電源プラグ 
を 巧くか ブレーカーを 切ってください。 

•室内ユニットの金属部に手を触れないでください。 
けがの原因(こなることがあリます。 


銀除菌-アレル除去 

フイルター（灰色） 


エアフイルター 

(白色） 


給気 フィルタ 



フイルター 

巧え枠 


光触媒空清 
フイルター 

(黒色） 



ルター部の取タトし 



黄色の固定ツマミ （2 力所）画部を 

奧に押しながら解除側（上ち向）へ 
スライドさせ、フィルター巧え枠を 
開ける。 


フィルター押え枠 



2 エアフィルターをガイドから外し、 
引き出す。 

•エアフィルターの下部に指を入れ、 

本体ガイドから外しまず。 

参下ち向に引き化します。 



光触媒空清フィルターと 


〇 光触媒空清 
〇銀除菌•ア 


レル除去フィルターを 
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引き出す。 

♦ツマミを持ちフック部から外して 
下ち向へ引き化します。 

参光触媒空清フィルター(ち側）、 

銀除菌-アレル除去フィルター(左側） 
でず。 

給気フィルターを引き出す。 

•ツマミを持ち、下方向へ引き化します。 



光触媒空這 
フィルター 































フィルター部 


フィルター部の取巧け 


光触媒空這フィルターと 
銀除菌•アレル除去フィルターを 
取リイ寸ける。 

•光触媒空清フィルター(黒色)はち側、 

銀除菌-アレル除去フィルクー(灰色)は 
左側に®リイ寸けます。 

•ツメをフック部へかけて巧り付けます。 


エアフィルターを 

もとどおり取り付ける。 

•エアフィルクーは 「前」の表示を 
手前にして、「挿入ち向 f 」 （こ 
したがって差し化みます。 

♦本体ガイドに必ず差し込んで 
ください。 



フィルクー 

挿入□じ 光触媒空清フィルター 

差し込む / 



編 




フック部、ソマミ/ 


\フック部 






エアフィルクー 
挿入□じ 
差し込む 



1 1 11 1111 1111 1111 111 1 1 瞒 

I FRONT 前 I I 挿入ち向 tl f 




エアフイルター 



ガイドに差し込み、 
フィルター位置に合わす 


黄色の固定ツマミ （ 2力巧)を□ック側（下方向）へ 
スライドさせ、「カチッ」と音がするまで下げる。 


フィルター巧え枠 



フィルター巧え梓（黄色）の下端を□、ソク位置【イ—►】 
に合わせてください。 

フィルター押え枠の固定ツマミ（左ち各2力巧）を閉 
じる際は、押え梓が浮かないよう巧さえつけなが6、 
「カチ、ソ」と音がするまで下げてください。 

□ックがされていないと、フィルクー掃陈運転中にフ 
ィ ルターが 引つ掛かり正常にフイ ルター 掃除運転を行 
いません。 

ー フィルター巧え枠 


給気フィルターを取り付ける。 

•給気フィルターの「うえ」を上側に 
向けて差し A みます。 






固定ツマミ （2 力巧） 




給気フィルター 



前面パネルを閉じる。 

•前面パネルは両端を巧した後、真ん中を巧します。 

手動でフィルター掃除運おを巧う。迈 

•エアフィルターが正しく動作されているか確認を巧いまず。 





























































交換のしかた 


巧巧のめやすは10巧 


光触媒空清フィルター/銀除菌 • アレル除去フィルター/給気フィルターの取外し • 取付け I 
ダストブラシの取がし-取付け ifcts&feiaa 


光細媒空清フィルター/ 
銀除菌•アレル除去フィルター 


>フィルター枠のツメ〔5力戸斤）を外し、 
新しいフィルターと取り換える。 

►光触媒空清フィルターはひしおのた 
め、裏表があります。 

►衣服がミちれないようミ主意してください。 


給気フィルター 


>フィルター枠のツメ （4 力所）を外し、 
新しいフィルターと取り換える。 



穴 （5 力腑 


、ソメをかす光触媒空這 
フイルター 

(黒色） < 

ツメ （5 力所) 




フィルター枠 
(光触媒空清フイルター 
(黒色)には付いていません） 


銀除菌-アレル除去 


フイルター（灰色） 


フイルター枠 



蠕含 


，ツメ〔4力所） 


.フイルクー枠 


ツメを外ず 


穴 （4 力所) 


給気フィルクー 


、フィルクー枠 


ダストブラシ 


►ダストボックスを開けて新しいダスト 
ブラシと取り換える。 



ダストブラシ 



♦光触媒空清フィルター（材質：紙）は燃えるづミとして処分してください。 

参銀除菌-アレル除去フィルター、給気フィルター（材質：ポリエステル/アクリル繊維）とダストブラシ 
(材質：ポリエステル/ナイ□ン/アルミニウム）は不燃物ゴミとして処分してください。 

詳しくはお住まいの地域のゴミ分別方法にしたがってください。 


•長期間のご使用でミちれがひど < なった場合は交換を ■光触媒空清フィルター、銀陈菌•アレル除去フィル 

おすすめしまず。 ター、給気フィルクーとダストブラシは、お買い上げ 

の販売店またはダイキンお客様ご相談窓□にお申し込 
みください 。 iVfcBga _ 

BEi 01 20-88-1 081(全国共通フリーダイヤル） 

FAX でのお問合わせは 0120 -07-0881fAX 専用つ|」ーダイヤル） 

http :// www . daikincc . com に相談対応ホームぺージ） 

■各部品が法れたまま使巧すると 
♦空気清ミき効果が得6れません。 

♦脱臭効果が得られません。 

♦お掃除能力が落ちまず。 

•ニオイが発生することがありまず。 



a 


























まをにお使いいただ < ために 



■窒外ユニットの据イ寸台などが腐ったり、さびたりしていませんか。 

落下のおそれがあります。お買い上げの販売店またはダイキンお客様ごネ目談窓□にご相談ください。 
■室內、室外ユニットの吸込□、吹出□がふさがれていませんか。 

障善物があれば、運乾を停止し、ブレーカーを切ってから障善物を取り除いてください。 

■電源プラグの変お、破損、コンセントに差し込むときのゆるみはありませんか。 

■冷房-除湿運乾を巧っているとき、ドレンホースから正しく排水されていますか。 

排水されていないと、室内ユこットから水がちれるおそれがあります。 

この場合は運転を停止し、ダイキンお客様ご相談窓□(こご相談ください。 



長期類巧わないとを 


①晴れた日に内部クリーン運転をして、 

♦再び使用ずる場合は、電源プラグをコンセントに 

内部をよく乾燥させる。 

差し込む、またはブレーカーを人れてください。 

〔内部クリーン澤転のしかた IfcfeiKcflM ) 

フラップが'一度開き、また閉じます。 

③運転停止後、電源プラグをおくか、 


エアコン専用のブレーカーを切る。 


⑤リモコンの電池を取り化す。 

L _ 

_ d 



















運転フンつか点滅するとを 



運転ランプび点滅するとさ(内部ク U —ン運転中 
は除く)は、電源プラグを抜 <、またはブレーカーを 
切り、もう一度電源を入れ運転を行ってください。 

それでも運転ランプが点滅するとさは、じ(下の手順に 
したびってエラーコードを確認し、処置を行ってください。 




リモコンをエアコン 
本体に向けて 

終了/取ミ肖 I を5秒間押す。 


>リモコン表示部に 
エラーコードが表示されます。 


息 

I 猫雜 J 
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(表示例） 


エラーコー ドを確認し、 

下表の操作と巧応を巧ってください。 


.儀 


エラーコードと確認的容 


擦作と対膨 


A 5 

エアフイルターがミちれていませんか？ 


運転を停止し、フィルター掃除運転してください。 


► 50, 51ぺ-ジ 


その後、電源プラグを抜くか、プレ- 
源を入れて運転してください。 


-カーを切り、もう一度雲 


AH 

エアフィルターが正しく取り付けられて 
いまずか？ 


① 電源プラグを抜くか、ブレーカーを切ってください。 

② エアフィルターを取り外し、正しく巧り付けてください。 


③ 電源を入れ、フィルター掃除運転してください。 

④ r 運転/停止」を押してください。 


► 62, 63ベ-ジ 


► 50, 51ぺ-ジ 


E 7 

室外 ユニッ トのフアンに椿などの 
異物が人っていませんか？ 



電源プラグをおくか、ブレーカーを切ってから、異物を取リ除き、 
もう一度、電源を入れて運転してください。 


F 3， F 6， L 3， L 4， L 5 

車などで室外ユニットの唤化□を 
ふさいでいませんか？ 

室外 ユニッ トを保護ずるカバーなどを 
外し忘れていませんか？ 



電源プラグを抜くか、ブレーカーを切ってから、障害物を取り 
除き、もう一度、電源を入れて運転して<ださい。 


上記 W 外のエラーコードの場合 


► 67 ぺ-シ 




















































